
 

 
 
 
 

 
 

 
 

令
 

 
 

 
和

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
五

 
條

 
市

 
議

 
会

 
第

 
二

 
回

 
六

 
月

 
定

 
例

 
会

 
会

 
議

 
録

（
第

 
一

 
号

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
 

 
 

 
年
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令
和

四
年

六
月

六
日

（
月

曜
日

）
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─

─
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議
 

事
 

日
 

程
（

第
 

一
 

号
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令

和
四

年
六

月
六

日
 

午
前

十
時

開
議

 

第
 

一
 

会
議

録
署

名
議

員
の

指
名

 

第
 

二
 

会
期

決
定

の
件

 

第
 

三
 

市
政

の
報

告
と

提
出

議
案

の
説

明
 

第
 

四
 

議
第

四
十

一
号

 
令

和
四

年
度

五
條

市
一

般
会

計
補

正
予

算
（

第
二

号
）

議
定

に
つ

い
て
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─
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本
日

の
会

議
に

付
し

た
事

件
 

 
議

事
日

程
の

と
お

り
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
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─
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─

─
─

─
─
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─
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─

─
─

─
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─
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─
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出
席

議
員

（
十

二
名

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
番

 
 

 
斎

 
 

 
藤

 
 

 
有

 
 

 
紀

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
番

 
 

 
谷

 
 

 
 

 
 

 
勝

 
 

 
啓

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
番

 
 

 
養

 
 

 
田

 
 

 
全

 
 

 
康

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
番

 
 

 
平

 
 

 
岡

 
 

 
清

 
 

 
司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
番

 
 

 
吉

 
 

 
田

 
 

 
 

 
 

 
正

 

－　1　－



 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

六
番

 
 

 
窪

 
 

 
 

 
 

 
佳

 
 

 
秀

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
番

 
 

 
岩

 
 

 
本

 
 

 
 

 
 

 
孝

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
番

 
 

 
福

 
 

 
塚

 
 

 
 

 
 

 
実

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
番

 
 

 
山

 
 

 
口

 
 

 
耕

 
 

 
司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
番

 
 

 
吉

 
 

 
田

 
 

 
雅

 
 

 
範

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
十

一
番

 
 

 
藤

 
 

 
冨

 
 

 
美

 
恵

 
子

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
十

二
番

 
 

 
大

 
 

 
谷

 
 

 
龍

 
 

 
雄
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─
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─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

欠
席

議
員

（
な

し
）

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

説
明

の
た

め
の

出
席

者
 

 
市

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

太
 

 
 

田
 

 
 

好
 

 
 

紀
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

副
市

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
人

 
 

 
見

 
 

 
達

 
 

 
哉

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
堀

 
 

 
内

 
 

 
伸

 
 

 
起

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

理
事

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
南

 
 

 
 

 
 

 
則

 
 

 
行

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

技
監

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
善

 
 

 
本

 
 

 
隆

 
 

 
典

 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
市

長
公

室
長

 
 

 
 

 
 

 
 

平
 

 
 

己
 

 
 

富
 

 
 

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

総
務

部
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
櫻

 
 

 
本

 
 

 
茂

 
 

 
樹

 

危
機

管
理

監
 

 
 

 
 

 
 

 
中

 
 

 
本

 
 

 
賢

 
 

 
二

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

す
こ

や
か

市
民

部
長

 
 

 
 

 
田

 
 

 
中

 
 

 
久

 
 

 
美

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

あ
ん

し
ん

福
祉

部
長

 
 

 
 

 
谷

 
 

 
口

 
 

 
久

 
 

 
美

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

産
業

環
境

部
長

 
 

 
 

 
 

 
久

 
 

 
保

 
 

 
雅

 
 

 
彦

 

－　2　－



 

都
市

整
備

部
長

 
 

 
 

 
 

 
石

 
 

 
田

 
 

 
茂

 
 

 
人

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育

部
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
名

 
 

 
迫

 
 

 
雅

 
 

 
浩

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
吉

野
支

所
長

 
 

 
 

 
 

 
岡

 
 

 
 

 
 

 
民

 
 

 
長

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
塔

支
所

長
 

 
 

 
 

 
 

 
吉

 
 

 
川

 
 

 
佳

 
 

 
秀

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

水
道

局
長

 
 

 
 

 
 

 
 

 
東

 
 

 
 

 
 

 
純

 
 

 
司

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

会
計

管
理

者
 

 
 

 
 

 
 

 
榮

 
 

 
林

 
 

 
淳

 
 

 
子

 

総
務

部
次

長
・

財
政

課
長

事
務

取
扱

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
戸

 
 

 
野

 
 

 
 

 
 

 
哲
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─
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─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

事
務

局
職

員
出

席
者

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
事

務
局

長
 

 
 

 
 

 
 

 
 

西
 

 
 

峯
 

 
 

久
 

 
 

美
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
事

務
局

次
長

 
 

 
 

 
 

 
 

小
 

 
 

田
 

 
 

光
 

 
 

章
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
事

務
局

次
長

補
佐

 
 

 
 

 
 

辰
 

 
 

巳
 

 
 

大
 

 
 

輔
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
事

務
局

総
務

係
長

 
 

 
 

 
 

神
 

 
 

農
 

 
 

典
 

 
 

子
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
速

記
者

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

柳
 

ヶ
 

瀬
 

 
 

五
 

 
 

美
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午

前
十

時
零

分
開

会
 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
た

だ
い

ま
か

ら
、

令
和

四
年

五
條

市
議

会
第

二
回

六
月

定
例

会
を

開
会

い
た

し
ま

す
。

 

本
日

、
令

和
四

年
五

條
市

議
会

第
二

回
六

月
定

例
会

が
招

集
さ

れ
ま

し
た

と
こ

ろ
、

議
員

各
位

に
は

、
何

か
と

御
多

用
の

と
こ

ろ
御

参
集

を
賜

り
厚

く
御

礼
を

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 

本
定

例
会

に
は

、
令

和
四

年
度

五
條

市
一

般
会

計
補

正
予

算
案

を
は

じ
め

、
多

数
の

議
案

が
提

出
さ

れ
て

お
り

ま
す

の
で

、
各

位
に

は
ど

う
か

御
精

励
を

い
た

だ
き

ま
す

と
と

も
に

、
円

滑
な

る
議

会
運

営
に
格
段

の
御
協
力

を
お
願

い
申

し
上

げ
ま

し
て

、
開

会
の
挨
拶

と
さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

－　3　－



 

こ
の
際

、
申

し
上

げ
ま

す
。

 

 
 

会
議

録
及
び

市
議

会
だ
よ

り
五

條
並
び

に
広

報
五

條
に
掲
載

の
た

め
、

各
会

議
の

日
程

中
、

事
務

局
に
写
真
撮
影

を
さ
せ

ま
す

の
で

、
御
了
承
願

い
ま

す
。

 

こ
の
際

、
申

し
上

げ
ま

す
。

 

令
和

四
年

第
二

回
臨

時
会

に
引

き
続

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
対
策

の
た

め
、

速
記

者
席

を
演
壇

か
ら

正
面
向
っ

て
左
側

に
移
動

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
御
了
承
願

い
ま

す
。

 

ま
た

、
議

員
各

位
の
質
疑
並
び

に
理

事
者
側

の
答
弁

の
際

は
、
マ
ス
ク

を
つ
け

た
ま

ま
御
発
言

い
た

だ
き

ま
す
よ

う
お
願

い
を

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 

な
お

、
長

時
間

に
わ

た
り

ま
し

て
演
壇

で
発
言

さ
れ

る
場
合

は
、
マ
ス
ク

を
外

し
て

い
た

だ
い

て
も
結
構

か
と
思

い
ま

す
の

で
よ

ろ
し

く
お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。
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─
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○
議

長
（

山
口

耕
司

）
た

だ
い

ま
の

出
席

議
員

数
は

定
足

数
に

達
し

て
お

り
ま

す
の

で
、

会
議

が
成
立

い
た

し
ま

す
。

 

市
長

か
ら

議
会

招
集

の
御
挨
拶

が
あ

り
ま

す
。

太
田

市
長

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔

市
長

 
太

田
好

紀
登
壇
〕

 

○
市

長
（

太
田

好
紀

）
改

め
ま

し
て

、
皆

さ
ん

お
は
よ

う
ご
ざ

い
ま

す
。

 

本
日

、
令

和
四

年
五

條
市

議
会

第
二

回
六

月
定

例
会

を
招

集
い

た
し

ま
し

た
と

こ
ろ

、
議

員
各

位
に

は
御

出
席

を
賜

り
厚

く
お

礼
を

申
し

上
げ

ま
す

。
 

平
素

は
市

政
の
発
展

と
市

民
福

祉
の
向

上
に

精
力
的

に
御
活
躍

い
た

だ
い

て
お

り
ま

す
こ

と
に
対

し
、
衷
心
よ

り
敬
意

を
表

す
る

も
の

で
あ

り
ま

す
。

 

さ
て

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
マ
ス
ク

の
着

用
に

つ
い

て
、

野
外

で
人

と
の
距
離

が
二
メ
ー
ト
ル
以

上
確

保
で

き
る
場
合

や
、
距
離

が
確

保
で

き
な

く
て

も
会
話

が
ほ

と
ん

ど
起

こ
ら

な
い
場
合

に
マ
ス
ク
着

用
を

一
律

に
求

め
な

い
な

ど
、
緩

和
措
置

が
取

ら
れ

ま
し

た
。

 

ま
た

、
二
歳
以

上
の
就
学

前
児
童

に
つ

い
て

も
、
他

者
と

の
距
離

に
か

か
わ

ら
ず
マ
ス
ク
着

用
を

一
律

に
は
求

め
な

い
こ

と
と

さ
れ

ま
し

た
。

 

急
激

な
感
染
拡

大
は

し
て

お
ら
ず

、
夏
場

は
熱

中
症
防
止

の
観
点

か
ら

野
外

で
マ
ス
ク

の
必
要

の
な

い
場
面

は
マ
ス
ク

を
外

す
こ

と
が
推
奨

さ
れ

て
い

ま
す

が
、
引

き
続

き
手
洗

い
、
密

の
回
避
等

、
基

本
的

な
感
染
対
策

を
継
続

し
て

い
た

だ
き

ま
す
よ

う
市

民
の
皆

さ
ん

に
は

御
協
力

を
お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

さ
て

、
本

定
例

会
に

は
報

告
議

案
を

は
じ

め
条

例
の
改

正
や

一
般

会
計

補
正

予
算

な
ど
重
要

案
件

を
提

出
し

て
お

り
ま

す
の

で
、
よ

ろ
し

く
御
審

議
の

上
、

御
議

決

を
賜

り
ま

す
よ

う
お
願

い
を

申
し

上
げ

ま
す

。
 

終
わ

り
に

、
議

員
各

位
に

は
健

康
に

御
留
意

い
た

だ
き

、
ま

す
ま

す
御
活
躍

賜
り

ま
す
よ

う
お
願

い
い

た
し

ま
し

て
、

平
素

の
お

礼
と

議
会

招
集

の
御
挨
拶

に
代
え

－　4　－



 

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
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○
議

長
（

山
口

耕
司

）
た

だ
い

ま
か

ら
本

日
の

会
議

を
開

き
ま

す
。

 

諸
般

の
報

告
事
項

が
あ

り
ま

す
の

で
、

事
務

局
長

か
ら

報
告

さ
せ

ま
す

。
 

○
事

務
局

長
（

西
峯

久
美

）
命

に
よ

り
、
私

か
ら

御
報

告
を

申
し

上
げ

ま
す

。
 

 
 

ま
ず

、
「
近
畿

市
議

会
議

長
会
」

で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 
去

る
四

月
十

四
日

に
大
阪

市
に

お
き

ま
し

て
、

第
八

十
七

回
近
畿

市
議

会
議

長
会

定
期

総
会

が
開
催

さ
れ

ま
し

た
。

 

 
 

開
会
式

で
は

、
初

め
に

、
会

長
の

八
幡

市
議

会
議

長
の
挨
拶

が
あ

り
、
続

い
て

開
催

市
の

大
阪
狭

山
市

議
会

議
長
及
び

大
阪
狭

山
市

長
の
挨
拶
並
び

に
大
阪
府

副
知

事
を

は
じ

め
来
賓

各
位

の
祝
辞

が
あ

り
ま

し
た

。
 

 
 
続

い
て

の
会

議
で

は
、

ま
ず
初

め
に

、
令

和
三

年
度

の
会

務
報

告
及
び

令
和

二
年

度
歳
入
歳

出
決

算
報

告
並
び

に
令

和
三

年
度

出
納
検
査

の
結
果

報
告

が
あ

り
ま

し

た
。

 

 
 
続

い
て

、
議

案
審

議
に
入

り
、
滋
賀
県

支
部

か
ら

の
提

出
議

案
四

件
及
び

会
長

提
出

議
案

の
令

和
四

年
度
近
畿

市
議

会
議

長
会

会
計

予
算

案
が

上
程

さ
れ

、
審

議
の

結
果

、
い
ず

れ
も
原

案
の

と
お

り
可

決
さ

れ
ま

し
た

。
 

 
 
 
続

い
て

、
役

員
の
選
任

が
行
わ

れ
、

令
和

四
年

度
役

員
に

は
、

会
長

に
大
阪
府

大
阪
狭

山
市

、
副

会
長

に
大
阪
府
阪

南
市

が
、

各
府
県

支
部
選

出
の

支
部

長
に

、
大

阪
府

は
豊

中
市

、
兵
庫
県

は
豊

岡
市

、
滋
賀
県

は
大
津

市
、
奈
良
県

は
香
芝

市
、
京

都
府

は
長

岡
京

市
、

和
歌

山
県

は
和
歌

山
市

が
、

理
事

に
は

、
天

理
市

を
は

じ
め

十
七

市
が

、
監

事
に

は
、
兵
庫
県
加

西
市

と
京

都
府
京
丹
後

市
の

各
議

長
が
そ

れ
ぞ

れ
選
任

さ
れ

ま
し

た
。

 

 
 

ま
た

、
市

議
会

議
員
共
済

会
の

理
事

に
、

和
歌

山
県

岩
出

市
が

、
代

議
員

に
は

、
天

理
市

、
橿
原

市
を

は
じ

め
十

九
市

の
各

議
長

が
そ

れ
ぞ

れ
選
任

さ
れ

、
相
談
役

に
、

大
阪

市
、
堺

市
、

神
戸

市
、
京

都
市

の
各

議
長

が
委
嘱

さ
れ

ま
し

た
。

 

 
 
閉

会
式

で
は

、
副

会
長

に
就
任

し
た

大
阪
府
阪

南
市

議
会

議
長

か
ら

次
期

開
催

市
と

し
て

の
挨
拶

が
あ

り
、

定
期

総
会

は
終
了

い
た

し
ま

し
た

。
 

 
 

次
に

、
「
奈
良
県

市
議

会
議

長
会
」

で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

 
 
去

る
五

月
十

八
日

に
奈
良

市
に

お
き

ま
し

て
、

令
和

四
年

第
一

回
奈
良
県

市
議

会
議

長
会

が
開
催

さ
れ

ま
し

た
。

 

 
 
初

め
に

、
会

長
の
香
芝

市
議

会
議

長
の
挨
拶

が
あ

り
、
続

い
て

各
市

の
議

長
、

副
議

長
、

事
務

局
長

の
紹
介

と
、

前
会

長
の
生
駒

市
議

会
議

長
に
対

し
感
謝
状

の
贈
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呈
が

あ
り

ま
し

た
。

 

 
 

会
議

で
は

、
諸

報
告

と
し

て
事

務
報

告
が

行
わ

れ
、
続

い
て

、
令

和
三

年
度
奈
良
県

市
議

会
議

長
会

会
計

決
算

に
つ

い
て

、
令

和
四

年
度
奈
良
県

市
議

会
議

長
会

会

計
補

正
予

算
（

第
一

号
）

に
つ

い
て

、
県
外

都
市
視
察
研
修

に
つ

い
て
そ

れ
ぞ

れ
審

議
さ

れ
、
原

案
の

と
お

り
承
認

、
可

決
さ

れ
ま

し
た

。
 

 
 
最
後

に
、

本
年

度
の

事
業

予
定

に
つ

い
て

報
告

が
あ

り
、

会
議

は
閉

会
い

た
し

ま
し

た
。

 

次
に

、
「

全
国

市
議

会
議

長
会
」

で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

去
る

五
月

二
十

五
日

に
東
京

都
に

お
き

ま
し

て
、

第
九

十
八

回
定

期
総

会
が

開
催

さ
れ

ま
し

た
。

 

開
会
式

で
は

、
会

長
の
横
浜

市
会

議
長

の
開

会
挨
拶

の
後

、
来
賓

の
岸

田
文

雄
内
閣

総
理

大
臣
代

理
の
磯
崎
仁

彦
内
閣
官
房

副
長
官

、
山

東
昭

子
参

議
院

議
長

、
金

子
恭
之

総
務

大
臣
代

理
の

中
西
祐
介

総
務

副
大
臣

、
若
宮
健
嗣
デ
ジ
タ
ル

田
園

都
市
国
家
構
想
担
当

大
臣
及
び

野
田
聖

子
地
方
創
生
担
当

大
臣
代

理
の
赤
池
誠

章
内
閣

府
副

大
臣

か
ら
祝
辞

が
あ

り
、
細

田
博
之
衆

議
院

議
長

か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
披
露

さ
れ

ま
し

た
。

 

続
い

て
、
千

九
百

八
十

九
名

の
永

年
勤
続

者
の
表
彰

が
あ

り
ま

し
た

。
 

そ
の
後

、
会

議
に
入

り
、

一
般

事
務
及
び

会
計
並
び

に
そ

の
他

の
報

告
、
地
方

行
政
委

員
会
ほ

か
六
委

員
会
及
び
国

と
地
方

の
協

議
の
場
等

に
関

す
る
特
別
委

員
会

及
び
地
方

公
共
交
通

の
維
持

・
確

保
問
題

に
関

す
る
特
別
委

員
会

の
各
委

員
長

か
ら

報
告

が
あ

り
、
そ

れ
ぞ

れ
了
承

さ
れ

ま
し

た
。

 

議
案
審

議
で

は
、

各
部

会
提

出
議

案
二

十
七

件
並
び

に
会

長
提

出
議

案
五

件
が
審

議
さ

れ
、
そ

れ
ぞ

れ
原

案
の

と
お

り
可

決
さ

れ
ま

し
た

。
 

続
い

て
の
役

員
改
選

で
は

、
部

会
長

、
理

事
、
評

議
員
及
び

各
委

員
会

の
委

員
に

つ
き

ま
し

て
は

、
各

部
会

か
ら

の
推
薦

に
基
づ

く
選
任

が
行
わ

れ
ま

し
た

。
 

ま
た

、
顧
問

に
は

会
長
経
験

者
の
国

会
議

員
が

、
相
談
役

に
は

正
副

会
長
経
験

者
及
び

政
令

指
定

都
市

議
会

議
長

の
二

十
五

名
が

、
そ

れ
ぞ

れ
委
嘱

さ
れ

ま
し

た
。

 

閉
会
式

で
は

、
前

年
度
役

員
に
感
謝
状

が
贈

ら
れ

、
最
後

に
会

長
の
閉

会
挨
拶

が
あ

り
、

定
期

総
会

は
終
了

い
た

し
ま

し
た

。
 

次
に

、
地
方
自
治
法

第
二
百

三
十

五
条

の
二

第
三
項

の
規

定
に
よ

り
、

監
査
委

員
か

ら
、

一
般

会
計
及
び
特
別

会
計
並
び

に
水

道
事

業
会

計
の

二
月

分
か

ら
四

月
分

ま
で

の
例

月
出
納
検
査

の
結
果

報
告

が
提

出
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
 

 
 

な
お

、
会

議
資
料
及
び

監
査
資
料
等

に
つ

き
ま

し
て

は
、

事
務

局
に

お
い

て
保

管
い

た
し

て
お

り
ま

す
の

で
、
後
刻

御
清
覧

い
た

だ
き

た
い

と
存

じ
ま

す
。

 

 
 
以

上
を

御
報

告
申

し
上

げ
ま

し
て

、
諸

般
の

報
告

と
い

た
し

ま
す

。
 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
以

上
で
諸

般
の

報
告

を
終
わ

り
ま

す
。
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○
議

長
（

山
口

耕
司

）
次

に
、
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

議
会

の
報

告
が

あ
り

ま
す

。
六

番
窪

 
佳

秀
議

員
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔

六
番

 
窪

 
佳

秀
登
壇
〕

 

○
六

番
（

窪
 

佳
秀

）
議

長
か

ら
発
言

の
許
可

を
い

た
だ

き
ま

し
た

の
で

、
去

る
五

月
十

九
日
木

曜
日

に
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部

に
お

い
て

開
催

さ
れ

ま
し

た
、

令
和

四
年
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

議
会

第
一

回
臨

時
会

の
概
要

に
つ

い
て

報
告

い
た

し
ま

す
。

 

 
 

本
臨

時
会

で
は

、
初

め
に

上
北

山
村

議
会

議
員

の
森
脇
郁
夫

議
員

が
臨

時
議

長
に

指
名

さ
れ

た
後

、
管

理
者

の
橿
原

市
長

か
ら

議
会

招
集

の
挨
拶

が
あ

り
、
続

い
て

議
事

日
程

に
よ

り
、
仮

議
席

の
指

定
の
後

、
議

会
議

長
の
選
挙

が
行
わ

れ
、

指
名
推
選

に
よ

り
五

條
市
区

分
選

出
の
私

が
議

長
に
選
任

さ
れ

ま
し

た
。

 

続
い

て
、

議
席

の
指

定
を

行
い

、
本
臨

時
会

の
会

期
を

一
日
間

と
す

る
こ

と
が

決
定

さ
れ

、
会

議
録

署
名

議
員

の
指

名
に
続

き
、

議
長

か
ら
諸

報
告

、
管

理
者

か
ら

行
政

報
告

が
あ

り
ま

し
た

。
 

次
に

、
損
害
賠
償

の
額

の
決

定
の
専

決
処

分
の

報
告

に
つ

い
て

は
、

管
理

者
か

ら
六

件
の
損
害
賠
償
額

の
決

定
と
専

決
処

分
が

報
告

さ
れ

ま
し

た
。

 

次
に

、
議

第
五

号
 
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
個

人
情

報
保
護
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
条

例
に

つ
い

て
は

、
管

理
者

か
ら

の
説

明
が

あ
り

、
慎
重
審

議
を
経

て
採

決

の
結
果

、
原

案
の

と
お

り
可

決
さ

れ
ま

し
た

。
 

次
に

、
同

第
一

号
 

監
査
委

員
（

議
会
選

出
）

の
選
任

に
つ

き
同
意

を
求

め
る

こ
と

に
つ

い
て

は
、

西
和
区

分
選

出
の
森

 
宏

範
議

員
が

全
員

一
致

を
も
っ

て
同
意

さ
れ

、
上

程
さ

れ
た

全
て

の
議

案
の
審

議
は
終
了

と
な

り
ま

し
た

が
、
香
芝

・
広
陵
区

分
選

出
の

川
田

 
裕

議
員

か
ら
緊
急
質
問

の
申

出
が

あ
り

、
日

程
に
追
加

し
、

緊
急
質
問

が
行
わ

れ
ま

し
た

。
 

質
問

の
内
容

は
、
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
規
約

第
五
条
及
び

第
六
条

の
規

定
と

、
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

議
会

議
員

の
任

期
に
関

す
る
条

例
第

二
条

第
一
項

と
の

整

合
性
及
び
そ

の
治
癒

に
つ

い
て

で
あ

り
、
質
問

の
趣
旨

は
、
現

行
の
組
合
規
約

に
は

、
議

員
活
動

を
行

う
上

で
瑕
疵

が
あ

り
、
最
近

開
催

さ
れ

た
構
成

市
町
村

の
議

会

に
お

い
て

議
決

を
求

め
た

、
「

一
、
組
合

議
会

の
議

員
は
構
成

市
町
村

の
議

員
の

中
か

ら
選

出
す

る
」

、
「

二
、

議
会

議
員

の
定

数
を

二
十

六
人

と
す

る
」

、
「

三
、

組
合

議
員

の
任

期
は

二
年

と
す

る
」

、
に
関

す
る
早

期
の
規
約
改

正
こ
そ

が
瑕
疵
是

正
の
方
法

で
あ

り
、
否

決
と

な
っ

た
橿
原

市
に

お
け

る
今
後

の
取
組

に
つ

い
て

で
、

管
理

者
か

ら
は

、
理
解

を
求

め
る

た
め

の
議

会
へ

の
説

明
と
早

期
の

市
議

会
開
催

に
よ

り
、
再

度
規
約
改

正
の
審

議
を

行
っ

て
い

た
だ

き
、
可

決
を
目

指
す

と
の
答
弁

が
あ

り
ま

し
た

。
 

次
に

、
中

和
区

分
選

出
の
新
澤
良
文

議
員

か
ら
追
加

議
案

が
提

出
さ

れ
、

会
議

時
間

の
延

長
が
承
認

さ
れ

た
後

、
決

議
第

一
号

 
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

の
規
約

を

変
更

す
べ

き
決

議
に

つ
い

て
が

上
程

さ
れ

、
慎
重
審

議
を
経

て
採

決
の
結
果
可

決
さ

れ
、

本
臨

時
会

は
閉

会
い

た
し

ま
し

た
。
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な
お

、
会

議
資
料
等

に
つ

き
ま

し
て

は
、

事
務

局
に

保
管

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
後
刻

御
清
覧
願

い
ま

す
。

 

以
上

、
概
要

を
申

し
上

げ
ま

し
て

、
令

和
四

年
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

議
会

第
一

回
臨

時
会

の
報

告
と

い
た

し
ま

す
。

 

あ
り

が
と

う
ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
以

上
で

、
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

議
会

の
報

告
を
終
わ

り
ま

す
。
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─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
こ

の
際

、
御

報
告

申
し

上
げ

ま
す

。
 

先
の

第
一

回
三

月
定

例
会
以
降

の
閉

会
中

、
会

議
規

則
第
百

六
十

七
条

第
一
項

た
だ

し
書

の
規

定
に
よ

り
議

員
の
派
遣

を
決

定
い

た
し

て
お

り
ま

す
が

、
詳
細

に
つ

き
ま

し
て

は
お
手
元

に
配
布

い
た

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
御
了
承
願

い
ま

す
。

 

 
 

ま
た

、
報

告
書

に
つ

き
ま

し
て

は
、

事
務

局
で

保
管

い
た

し
て

お
り

ま
す

の
で

、
後
刻

御
清
覧
願

い
ま

す
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
本

日
の

日
程

に
つ

き
ま

し
て

は
、

お
手
元

に
配
布
済
み

の
と

お
り

で
あ

り
ま

す
。

 

 
 
配
布
漏

れ
は
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
─

─
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
れ
よ

り
日

程
に
入

り
ま

す
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
日

程
第

一
、

会
議

録
署

名
議

員
の

指
名

を
行

い
ま

す
。

 

 
会

議
録

署
名

議
員

は
、

会
議
規

則
第

八
十

八
条

の
規

定
に
よ

り
議

長
か

ら
指

名
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
番

 
 
 

 
平

 
 

 
岡

 
 

 
清

 
 

 
司

 
 

 
議

員
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
番

 
 

 
吉

 
 

 
田

 
 

 
 

 
 

 
正

 
 

 
議

員
 

六
番

 
 
 

 
窪

 
 

 
 

 
 

 
佳

 
 

 
秀

 
 

 
議

員
 

以
上

、
三

名
の
方

に
お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
次

に
日

程
第

二
、

会
期

決
定

の
件

を
議
題

と
い

た
し

ま
す

。
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お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
本

定
例

会
の

会
期

に
つ

き
ま

し
て

は
、
去

る
五

月
三

十
日

開
催

の
議

会
運

営
委

員
会

に
お

き
ま

し
て

御
協

議
を

賜
り

ま
し

た
結
果

、
先

に
御

通
知

申
し

上
げ

ま
し

た
と

お
り

、
本

日
か

ら
二

十
七

日
ま

で
の

二
十

二
日
間

と
い

た
し

た
い

と
思

い
ま

す
が

、
御
異

議
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。
よ
っ

て
会

期
は

本
日

か
ら

二
十

七
日

ま
で

の
二

十
二

日
間

と
決

し
ま

し
た

。
 

 
な

お
、

会
期

中
の

会
議

予
定

に
つ

き
ま

し
て

は
、

各
位

に
御
通
知

申
し

上
げ

ま
し

た
と

お
り

で
あ

り
ま

す
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
次

に
日

程
第

三
、

市
政

の
報

告
と

提
出

議
案

の
説

明
を
求

め
ま

す
。

太
田

市
長

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔

市
長

 
太

田
好

紀
登
壇
〕

 

○
市

長
（

太
田

好
紀

）
そ

れ
で

は
令

和
四

年
五

條
市

議
会

第
二

回
六

月
定

例
会

の
開

会
に
当

た
り

、
本

年
三

月
か

ら
今

日
ま

で
の

市
政

の
概
要

に
つ

い
て

御
報

告
申

し
上

げ
、

議
会

を
は

じ
め

市
民

の
皆
様

の
御

理
解

と
御
協
力

を
賜

り
た

い
と
存

じ
ま

す
。

 

さ
て

、
ロ
シ
ア

に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等

に
伴

う
原
油

や
小
麦

な
ど

の
価
格
高
騰

が
、
世
界

各
国

で
暮

ら
し

に
身
近

な
も

の
の
価
格

に
大

き
な
影
響

を
及
ぼ

し
て

い
ま

す
。

 

国
内

に
お

き
ま

し
て

も
、
ガ
ソ
リ
ン

な
ど

の
燃
料

を
は

じ
め
食

用
油

や
紙
製
品

な
ど
様
々

な
商
品

が
値

上
げ

さ
れ

て
お

り
、

事
業

者
や

市
民
生
活

に
直
接
的

な
影
響

が
出
始

め
て

い
ま

す
。

 

市
と

い
た

し
ま

し
て

は
、
国

の
経
済
対
策

を
注
視

し
な

が
ら

事
業

者
及
び
生
活

者
支
援

に
関

す
る

事
業

を
推
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。

 

そ
れ

で
は

、
本

年
三

月
以
降

の
主

な
事

業
等

に
つ

い
て

、
順

次
御

報
告

申
し

上
げ

ま
す

。
 

初
め

に
、
連
携
協
力

に
関

す
る
協

定
の
締
結

に
つ

い
て

で
あ

り
ま

す
。

 

地
域

の
活
性
化

や
住

民
サ
ー
ビ
ス

の
向

上
を
目

指
し

、
農

産
物
等

の
販
売
促
進

の
ほ

か
、
高
齢

者
や
障
害

者
の

支
援

、
子

育
て

支
援

、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
普
及

や
啓
発

に

関
す

る
こ

と
な

ど
十
項
目

に
つ

い
て

、
市

民
生
活
協
同
組
合

な
ら
コ
ー
プ

と
、
連
携

と
協
力

に
関

す
る
包
括
協

定
を
締
結

い
た

し
ま

し
た

。
 

ま
た

、
令

和
三

年
か

ら
五

條
市

の
特

産
で

あ
る
柿

の
振
興

や
Ｐ
Ｒ
活
動

を
共

に
実
施

し
て

き
た

平
安
女
学
院

大
学

と
、
連
携
協
力

に
関

す
る
協

定
及
び
情

報
発
信

に

関
す

る
覚
書

を
締
結

い
た

し
ま

し
た

。
 

今
後

も
、
継
続
的

に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

を
活

用
し

、
五

條
市

の
賑
わ

い
創

出
に
関

す
る
情

報
発
信

や
、

次
世
代

を
担

う
若

い
世
代

を
対
象

に
、

五
條

市
の
柿

の
魅
力

や
「

日
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本
一

の
柿

の
ま
ち
」

と
し

て
Ｐ
Ｒ
等

を
行

う
な

ど
、
関

係
人

口
の
増
加

を
図
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
 

さ
ら

に
、
災
害

時
に
倉
庫

提
供

や
支
援
物
資

の
管

理
、
配
送

な
ど

の
支
援

を
佐

川
急
便

と
そ

の
協
力

会
社

か
ら
受
け

る
こ

と
が
可
能

と
な

る
協

定
を

、
佐

川
急
便
株

式
会
社

と
締
結

い
た

し
ま

し
た

。
 

引
き
続

き
、
関

係
機
関

と
連
携

し
、
災
害

に
強

い
、

市
民

が
安
心

し
て
暮

ら
せ

る
ま
ち
づ

く
り

に
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。

 

次
に

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

事
業

に
つ

い
て

で
あ

り
ま

す
。

 

ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ

き
ま

し
て

は
、

五
月

十
七

日
時
点

で
十

二
歳
以

上
の
方

で
二

回
接
種
終
了

者
が

二
万

四
千
百

三
十

九
人

、
三

回
接
種
終
了

者
が

一
万

八
千

五
百

四
十

二
人

と
な
っ

て
い

ま
す

。
 

ま
た

、
接
種

を
希
望

す
る

五
歳

か
ら

十
一
歳

の
児
童

に
つ

い
て

は
、

一
回
接
種
終
了

者
が
百

七
十

四
人

、
二

回
接
種
終
了

者
が
百

五
十

九
人

と
な
っ

て
い

ま
す

。
 

四
回
目

の
接
種

に
つ

き
ま

し
て

は
、
対
象

者
を

六
十
歳
以

上
の
方

と
十

八
歳

か
ら

五
十

九
歳

ま
で

の
方

の
う
ち
基
礎
疾
患

を
持

つ
方

ま
た

は
重
症
化
リ
ス
ク

が
高

い

と
医
師

が
判
断

し
た
方

に
対

し
三

回
接
種
終
了
後

五
か

月
以

上
の
間
隔

を
開
け
接
種

す
る

こ
と

と
な

り
ま

し
た

。
 

な
お

、
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ

き
ま

し
て

は
、

六
月

二
十

五
日

か
ら

の
開
始

に
向
け
準

備
を
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
対
象

と
な

る
方

に
は
接
種
可
能

と
な

る
時

期
に
合
わ
せ

、
順

次
接
種
券

ま
た

は
案

内
等

を
送

付
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
 

次
に

、
福

祉
事

業
に

つ
い

て
で

あ
り

ま
す

。
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響

が
長

期
化

す
る

中
、
様
々

な
困
難

に
直
面

し
た
方
々

の
生
活

、
暮

ら
し

を
支
援

す
る

こ
と

を
目
的

と
し

た
「
住

民
税
非

課
税

世
帯
等

に
対

す
る
臨

時
特
別
給

付
金
」

と
し

て
、

一
世
帯
当

た
り

十
万

円
を

四
月

七
日

か
ら
給

付
し

て
い

ま
す

。
 

五
月

十
八

日
時
点

で
三
千

九
百

二
世
帯

か
ら

申
請

が
あ

り
、

三
千

八
百

四
十

一
世
帯
へ

の
給

付
が
完
了

し
て

お
り

ま
す

。
 

引
き
続

き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ

り
様
々

な
困
難

に
直
面

し
た
方
々
へ

の
生
活

、
暮

ら
し

の
支
援

を
推
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。

 

ま
た

、
四

月
か

ら
児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
事

務
局

が
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
児
童

福
祉

課
に
移

管
し

た
こ

と
か

ら
、

子
育

て
支
援

事
業

と
と

も
に
児
童

虐
待

を
未
然

に
防
ぐ
体
制

整
備

、
子
供

の
安

全
確

保
に

一
体
的

に
取

り
組

ん
で

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
 

併
せ

て
、

子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
「

は
っ
ぴ
ぃ
」

に
お

き
ま

し
て

は
、

四
月

か
ら

開
所

日
に

日
曜

日
を
加
え

、
施
設

の
利

用
対
象

者
を

市
内

だ
け

で
な

く
市
外

ま
で

拡
大

し
ま

し
た

。
 

そ
の
結
果

、
四

月
一

日
か

ら
五

月
二

十
日

ま
で

の
三

十
九

日
間

で
、

二
百

八
人

の
乳
幼
児

に
施
設

を
利

用
し

て
い

た
だ

い
て

お
り

ま
す

。
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引
き
続

き
、
地
域

に
お
け

る
子

育
て

支
援

を
積
極
的

に
推
進

す
る
施
設

と
し

て
活

用
し

て
ま

い
り

ま
す

。
 

次
に

、
観

光
振
興

事
業

に
つ

い
て

で
あ

り
ま

す
。

 

昨
年

度
は

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響

に
よ

り
、

多
く

の
イ
ベ
ン
ト
等

が
中
止

ま
た

は
延

期
と

な
り

ま
し

た
。

 

今
年

度
は

、
感
染
状
況

を
考
慮

し
な

が
ら
感
染
防
止
対
策

を
徹
底

し
、

四
月

二
日

に
「
萌
桜
祭

り
」

、
四

月
二

十
九

日
に
「

川
開

き
フ
ェ
ス
タ

二
〇

二
二
」

を
開
催

い
た

し
ま

し
た

。
 

ま
た

、
五
新
鉄

道
の

計
画

中
止
後

、
国
鉄
バ
ス

、
奈
良
交
通
バ
ス

の
専

用
道
路
線

が
廃
止

さ
れ

る
ま

で
地
域

の
皆

さ
ん

の
交
通
手
段

の
拠
点

と
な
っ

て
い

た
城

戸
駅

舎
を

、
西

吉
野
地
域

を
訪

れ
た
方

の
休
憩

所
や
地
元

の
方

の
集

会
所

と
し

て
利

用
で

き
る
よ

う
改
修

し
て

、
四

月
十

六
日

に
城

戸
駅
舎
改
修
竣
工
セ
レ
モ
ニ
ー

を
開
催

し
ま

し
た

。
 

今
後

、
観

光
拠
点

や
地
域

の
交
流

の
場

と
し

て
活

用
し

て
ま

い
り

ま
す

。
 

な
お

、
イ
ベ
ン
ト
等

の
開
催

に
つ

き
ま

し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
等

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

開
催

に
向
け

た
準

備
を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

 

次
に

、
大

塔
地
域

の
復
旧

・
復
興

事
業

に
つ

い
て

で
あ

り
ま

す
。

 

平
成

二
十

三
年

に
発
生

し
た

紀
伊
半
島

大
水
害

に
よ

り
甚

大
な
被
害

を
受
け

た
大

塔
町

清
水
地
区

の
崩
壊
斜
面
対
策
工

事
に

つ
い

て
は

、
令

和
三

年
二

月
に
竣
工

し

て
お

り
ま

し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の

た
め
延

期
さ

れ
て

い
た
完
成
式

典
に

つ
き

ま
し

て
は

、
四

月
十

六
日

、
大

塔
町
宇
井
地
区

に
お

き
ま

し
て

、

近
畿
地
方

整
備

局
、
奈
良
県
及
び

五
條

市
主
催

で
執

り
行

い
ま

し
た

。
 

奈
良
県
知

事
を

は
じ

め
国

会
議

員
、
県

議
会

議
員

な
ど

多
く

の
関

係
者

が
出

席
し

、
犠
牲

と
な

ら
れ

た
方
々

の
御
冥

福
を
祈

り
、
工

事
の
経
過

報
告

や
地
域

の
方

か

ら
被
災
当

時
の
状
況

を
聞

か
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

被
災

か
ら

十
一

年
を
迎
え

ま
す

が
、
災
害

の
記
憶

を
風
化

さ
せ

る
こ

と
な

く
、
災
害

に
強

い
ま
ち
づ

く
り

に
邁
進

し
て

ま
い

り
ま

す
。

 

次
に

、
教

育
行

政
に

つ
い

て
で

あ
り

ま
す

。
 

初
め

に
、

五
條

市
立

西
吉

野
農

業
高
等
学
校

の
魅
力
化
推
進

事
業

に
つ

き
ま

し
て

は
、

平
成

三
十

年
度

に
全
国
募

集
を

開
始

し
た

第
一

期
生

十
六

人
が

三
月

に
卒

業

し
、
そ

の
う
ち
県
外

出
身

の
生
徒

二
人

が
引

き
続

き
本

市
に
移
住

し
、

市
内

農
家

に
就

職
し

ま
し

た
。

 

本
市

で
は

、
新

た
に
創
設

し
た
新
規
就

農
者
へ

の
支
援
策

の
う
ち

、
西

吉
野

農
業
高
等
学
校

を
卒

業
し

た
新
規
就

農
者

に
対

す
る
新
生
活

支
援
金

を
交

付
す

る
と

と

も
に

、
住
宅

支
援

と
し

て
桜
花
寮

に
隣
接

す
る
桜
花
住
宅

の
無
償
貸
与

や
賃
貸
住
宅

の
家
賃

に
対

す
る

補
助
金

を
交

付
す

る
な

ど
、
新
規
就

農
者
へ

の
支
援

を
行
っ

て
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い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
 

西
吉

野
農

業
高
等
学
校

は
、

市
立
高
校

と
し

て
二

年
目

を
迎
え

、
四

月
十

一
日

に
入
学
式

を
挙

行
し

ま
し

た
。

 

今
年

度
は

、
十

九
人

の
新
入
生

が
入
学

し
、
そ

の
う
ち

十
五

人
が
桜
花
寮
へ
入
寮

し
て

お
り

ま
す

。
 

引
き
続

き
、
「
土

に
学
び
土

で
育

つ
」

を
モ
ッ
ト
ー

と
す

る
実
学

を
重
視

し
た

教
育
方
針

に
基
づ

き
、

本
市

で
の
安
心

し
た
生
活

や
就

農
が

で
き

る
よ

う
教

育
、

指

導
に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

 

ま
た

、
五

條
市
立
認

定
こ

ど
も
園

整
備
基

本
計
画

に
基
づ

き
整

備
を
進

め
て

ま
い

り
ま

し
た

三
つ

の
認

定
こ

ど
も
園

が
、

四
月

六
日

に
三
園
同

時
に

開
園
式

を
行

い

ま
し

た
。

 

こ
れ

に
よ

り
、
質

の
高

い
教

育
・

保
育

を
一
体
的

に
提
供

で
き

る
体
制

が
整
っ

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、
入
園

さ
れ

た
二
百

九
十

七
人

の
園
児

が
、

こ
ど

も
園

で
の
生
活

を
通

し
て

人
と
関
わ

る
力

や
思
考
力

、
感
性

や
表
現

す
る
力

な
ど

を
育
み

、
社

会
と
関
わ

り
な

が
ら
生

き
て

い
く
力

を
培
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
 

市
政

の
報

告
は
以

上
で

あ
り

ま
す

。
 

続
き

ま
し

て
、

本
定

例
会

に
提

出
い

た
し

ま
し

た
諸

議
案

に
つ

い
て

御
説

明
申

し
上

げ
ま

す
。

 

ま
ず

、
報

第
六

号
 

五
條

市
土
地

開
発

公
社

の
経

営
状
況

の
報

告
及
び

報
第

七
号

 
五

條
市
地
域
商
社
株
式

会
社

の
経

営
状
況

の
報

告
に

つ
き

ま
し

て
は

、
五

條
市

土
地

開
発

公
社
及
び

五
條

市
地
域
商
社
株
式

会
社

の
事

業
報

告
書
及
び

事
業

計
画
書

が
提

出
さ

れ
ま

し
た

の
で

、
地
方
自
治
法

第
二
百

四
十

三
条

の
三

第
二
項

の
規

定

に
基
づ

き
報

告
す

る
も

の
で

あ
り

ま
す

。
 

次
に

、
報

第
八

号
 

令
和

三
年

度
五

條
市

一
般

会
計

予
算
繰
越

計
算
書

の
報

告
、

報
第

九
号

 
令

和
三

年
度

五
條

市
介
護

保
険
特
別

会
計

予
算
繰
越

計
算
書

の
報

告
、

報
第

十
号

 
令

和
三

年
度

五
條

市
後

期
高
齢

者
医
療
特
別

会
計

予
算
繰
越

計
算
書

の
報

告
、

報
第

十
一

号
 

令
和

三
年

度
五

條
市
下

水
道

事
業

会
計

予
算
繰
越

計
算
書

の
報

告
及
び

報
第

十
二

号
 

令
和

三
年

度
五

條
市

水
道

事
業

会
計

予
算
繰
越

計
算
書

の
報

告
に

つ
き

ま
し

て
は

、
関

係
法

令
の
規

定
に
基
づ

き
報

告
す

る
も

の
で

あ
り

ま
す

。
 

次
に

、
報

第
十

三
号

 
専

決
処

分
の

報
告

（
損
害
賠
償

に
係

る
和
解
及
び
損
害
賠
償

の
額

の
決

定
）

に
つ

き
ま

し
て

は
、

公
用
車

の
事
故

に
よ

る
損
害
賠
償

に
係

る

和
解
及
び
損
害
賠
償

の
額

の
決

定
に

つ
い

て
専

決
処

分
を

し
た

の
で

報
告

す
る

も
の

で
あ

り
ま

す
。

 

次
に

、
議

第
三

十
六

号
 

五
條

市
議

会
議

員
及
び

五
條

市
長

の
選
挙

に
お
け

る
選
挙

運
動

用
自
動
車

の
使

用
の

公
営

に
関

す
る
条

例
等

の
一

部
改

正
に

つ
き

ま
し

て

は
、

公
職
選
挙
法
施

行
令

の
一

部
改

正
に
伴

い
、
選
挙

運
動

に
お
け

る
公
費
負
担
額

を
変
更

す
る

た
め

、
本
条

例
等

の
一

部
を
改

正
す

る
も

の
で

あ
り

ま
す

。
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次
に

、
議

第
三

十
七

号
 

五
條

市
税
条

例
等

の
一

部
改

正
に

つ
き

ま
し

て
は

、
地
方
税
法
等

の
一

部
が
改

正
さ

れ
た

た
め

、
本
条

例
等

の
一

部
を
改

正
す

る
も

の
で

あ
り

ま
す

。
 

次
に

、
議

第
三

十
八

号
 

五
條

市
国

民
健

康
保
険
条

例
の

一
部
改

正
に

つ
き

ま
し

て
は

、
国

民
健

康
保
険
被

保
険

者
の
減
少

に
伴

い
、

市
町
村

の
国

民
健

康
保
険

事

業
の

運
営

に
関

す
る
協

議
会

の
委

員
の

定
数

を
改

め
る

た
め

、
本
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
も

の
で

あ
り

ま
す

。
 

次
に

、
議

第
三

十
九

号
 

五
條

市
介
護

保
険
条

例
の

一
部
改

正
に

つ
き

ま
し

て
は

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響

に
よ

り
収
入

が
減
少

す
る

と
見
込

ま
れ

る
第

一
号
被

保
険

者
に
対

す
る
介
護

保
険
料

の
減
免
措
置

の
期
間

を
規

則
で

定
め

る
た

め
、

本
条

例
の

一
部

を
改

正
す

る
も

の
で

あ
り

ま
す

。
 

次
に

、
議

第
四

十
号

 
五

條
市

斎
場
条

例
の

全
部
改

正
に

つ
き

ま
し

て
は

、
五

條
市

斎
場

に
指

定
管

理
者
制

度
を
導
入

す
る

た
め

、
本
条

例
の

全
部

を
改

正
す

る
も

の
で

あ
り

ま
す

。
 

次
に

、
議

第
四

十
一

号
 

令
和

四
年

度
五

條
市

一
般

会
計

補
正

予
算

（
第

二
号

）
議

定
に

つ
き

ま
し

て
は

、
歳
入

、
歳

出
そ

れ
ぞ

れ
四
千

六
百

五
万

六
千

円
を
追
加

し
、

総
額
百

八
十

三
億

一
千

二
百

四
十

三
万

二
千

円
と

す
る

予
算

の
補

正
で

、
低

所
得

の
子

育
て
世
帯
等

に
対

し
、
児
童

一
人
当

た
り

一
律

五
万

円
を

支
給

す
る

も
の

で
、

財
源

に
つ

き
ま

し
て

は
国
庫

支
出
金

を
見
込
み

ま
し

て
補

正
予

算
を
編
成

し
た

次
第

で
あ

り
ま

す
。

 

次
に

、
議

第
四

十
二

号
 

令
和

四
年

度
五

條
市

一
般

会
計

補
正

予
算

（
第

三
号

）
議

定
に

つ
き

ま
し

て
は

、
歳
入

、
歳

出
そ

れ
ぞ

れ
二
千

二
百

四
十

二
万

八
千

円
を

追
加

し
、

総
額
百

八
十

三
億

三
千

四
百

八
十

六
万

円
と

す
る

予
算

の
補

正
で

、
主

な
内
容

と
い

た
し

ま
し

て
は

、
児
童

福
祉

総
務
費

と
し

て
四
百

七
十

五
万

円
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
費

と
し

て
一
千
百

六
十

五
万

三
千

円
等

の
追
加

で
あ

り
、

財
源

に
つ

き
ま

し
て

は
、
国
庫

支
出
金

、
諸
収
入
等

を
見
込
み

ま
し

て
補

正
予

算
を
編
成

し

た
次

第
で

あ
り

ま
す

。
 

次
に

、
同

第
二

号
 

五
條

市
教

育
委

員
会
委

員
の
任
命

に
つ

き
ま

し
て

は
、

五
條

市
教

育
委

員
会
委

員
の
任

期
が

令
和

四
年

八
月

七
日

を
も
っ

て
満
了

す
る

た
め

、

そ
の
後
任

に
つ

い
て

議
会

の
同
意

を
求

め
る

も
の

で
あ

り
ま

す
。

 

以
上

が
、

市
政

の
報

告
と

、
こ

の
た
び

提
出

い
た

し
ま

し
た
諸

議
案

の
概
要

で
あ

り
ま

す
。

 

議
員

各
位

に
は
よ

ろ
し

く
御
審

議
賜

り
ま

す
よ

う
、

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
市

政
の

報
告

と
提

出
議

案
の

説
明

が
終
わ

り
ま

し
た

。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
次

に
日

程
第

四
、

議
第

四
十

一
号

を
議
題

と
い

た
し

ま
す

。
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事
務

局
長

に
件

名
を
朗
読

さ
せ

ま
す

。
 
 

○
事

務
局

長
（

西
峯

久
美

）
議

第
四

十
一

号
 

令
和

四
年

度
五

條
市

一
般

会
計

補
正

予
算

（
第

二
号

）
議

定
に

つ
い

て
。

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

─
─

 
 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
提

案
理
由

の
説

明
を
求

め
ま

す
。

櫻
本

総
務

部
長

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔

総
務

部
長

 
櫻

本
茂

樹
登
壇
〕

 

○
総

務
部

長
（

櫻
本

茂
樹

）
失

礼
い

た
し

ま
す

。
 

た
だ

い
ま

上
程

さ
れ

ま
し

た
議

第
四

十
一

号
 

令
和

四
年

度
五

條
市

一
般

会
計

補
正

予
算

（
第

二
号

）
議

定
に

つ
き

ま
し

て
、

提
案

理
由

を
御

説
明

申
し

上
げ

ま
す

。
 

恐
れ
入

り
ま

す
が

、
別
冊

の
令

和
四

年
度

五
條

市
一

般
会

計
補

正
予

算
（

第
二

号
）

の
一
ペ
ー
ジ

を
御
覧

い
た

だ
き

た
い

と
存

じ
ま

す
。

 

こ
の

た
び

の
補

正
で
ご
ざ

い
ま

す
が

、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ

る
影
響

が
長

期
化

す
る

中
、
食
費
等

の
物
価
高
騰
等

に
直
面

す
る
低

所
得

の
子

育
て
世

帯
に
対

し
、
生
活

の
支
援

を
行

う
こ

と
を
目
的

と
し

た
子

育
て
世
帯
生
活

支
援
特
別
給

付
金

事
業

を
行

う
た

め
、
歳
入
歳

出
予

算
の

総
額

に
四
千

六
百

五
万

六
千

円
を

追
加

し
、
歳
入
歳

出
予

算
の

総
額

を
百

八
十

三
億

一
千

二
百

四
十

三
万

二
千

円
と

す
る

も
の

で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

そ
れ

で
は

、
歳

出
予

算
の

補
正

か
ら

御
説

明
申

し
上

げ
ま

す
。

 

四
ペ
ー
ジ

の
中
段

を
御
覧

く
だ

さ
い

。
 

三
款

民
生
費

、
二
項
児
童

福
祉
費

、
二
目
児
童

福
祉

総
務
費

の
四
千

六
百

五
万

六
千

円
で
ご
ざ

い
ま

す
が

、
低

所
得

の
子

育
て
世
帯

に
対

す
る

子
育

て
世
帯
生
活

支

援
特
別
給

付
金

事
業

と
し

て
、
低

所
得

の
子

育
て
世
帯

に
対

し
て
児
童

一
人
当

た
り

一
律

五
万

円
を

支
給

す
る

た
め

の
所
要

の
経
費

で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

な
お

、
当
該
経
費

の
財
源

の
全
額

を
国
庫

支
出
金

と
し

て
見
込

ん
で

お
り

ま
す

。
 

歳
出

は
以

上
で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

続
き

ま
し

て
、
歳
入

予
算

の
補

正
に

つ
い

て
御

説
明

申
し

上
げ

ま
す

。
 

三
ペ
ー
ジ

の
歳
入
歳

出
補

正
予

算
事
項
別

明
細
書

の
上
段

、
歳
入

の
項

を
御
覧

く
だ

さ
い

。
 

歳
入

予
算

に
つ

き
ま

し
て

は
、

十
五
款
国
庫

支
出
金

に
お

い
て

四
千

六
百

五
万

六
千

円
を
追
加

い
た

し
ま

し
て

、
歳

出
と

の
均
衡

を
図
っ

た
次

第
で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

以
上

で
、

説
明

を
終
わ

ら
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
よ

ろ
し

く
御
審

議
の

上
、

御
議

決
賜

り
ま

す
よ

う
お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
提

案
理
由

の
説

明
が
終
わ

り
ま

し
た

。
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こ
れ
よ

り
質
疑

に
入

り
ま

す
。

（
「

十
二

番
」

の
声

あ
り

）
十

二
番

大
谷

龍
雄

議
員

。
 

○
十

二
番

（
大

谷
龍

雄
）

御
存

じ
の
よ

う
に
コ
ロ
ナ
感
染

も
ま

だ
続

い
て

お
り

ま
す

し
、

ま
た
急
激

な
物
価
高
騰

も
発
生

し
て

お
り

ま
す

か
ら
必
要

な
予

算
だ

と
思

い
ま

す
け

れ
ど

も
、

説
明

に
あ

り
ま

し
た
よ

う
に

、
財
源

は
全
額
国
庫

補
助
金

と
い

う
こ

と
で
ご
ざ

い
ま

す
け

れ
ど

も
、

こ
の
特
別
給

付
金

に
対

し
て
国

か
ら

の
補
助
金

は

四
千

六
百

五
万

六
千

円
。

こ
れ

が
全
額

な
の

か
、

い
や

も
う
少

し
た

く
さ

ん
下

り
て

い
る
け

れ
ど

も
、
そ

の
う
ち

四
千

六
百

五
万

六
千

円
を

予
算
化

さ
れ

た
の

か
、
そ

の
辺

は
ど

う
で

す
か

。
 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
櫻

本
総

務
部

長
。

 

○
総

務
部

長
（

櫻
本

茂
樹

）
十

二
番

大
谷

議
員

の
御
質
問

に
お
答
え

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

 

こ
の

補
助
金

は
、

四
千

六
百

五
万

六
千

円
だ
け
国

の
ほ

う
か

ら
い

た
だ
け

る
と

い
う

補
助
金

で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

以
上

で
ご
ざ

い
ま

す
。

 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
よ

ろ
し

い
で

す
か

。
（
「

は
い
」

の
声

あ
り

）
 

質
疑

を
終
わ

り
ま

す
。

 

お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
本

案
に

つ
き

ま
し

て
は
討
論
並
び

に
委

員
会

付
託

を
省
略

い
た

し
た

い
と
思

い
ま

す
が

、
御
異

議
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。
よ
っ

て
本

案
は
討
論
並
び

に
委

員
会

付
託

を
省
略

す
る

こ
と

に
決

し
ま

し
た

。
 

こ
れ
よ

り
本

案
を
採

決
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

お
諮

り
い

た
し

ま
す

。
本

案
は
原

案
の

と
お

り
決

す
る

こ
と

に
御
異

議
ご
ざ

い
ま
せ

ん
か

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
〔
「
異

議
な

し
」

の
声

あ
り
〕

 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
御
異

議
な

し
と
認

め
ま

す
。
よ
っ

て
本

案
は
原

案
の

と
お

り
可

決
さ

れ
ま

し
た

。
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─
─

 
 

○
議

長
（

山
口

耕
司

）
以

上
を

も
ち

ま
し

て
、

本
日

の
日

程
は

全
部
終
了

い
た

し
ま

し
た

。
 

あ
す

七
日

か
ら

十
二

日
ま

で
休

会
と

し
、

次
回

十
三

日
午

前
十

時
に
再

開
し

て
一

般
質
問

を
行

い
ま

す
。

 

な
お

、
一

般
質
問

を
さ

れ
る

議
員

各
位

は
、

あ
す

七
日

の
正

午
ま

で
に

所
定

の
発
言
通

告
書

に
質
問

事
項

を
具
体
的

に
御

記
入

の
上

、
議

長
ま

で
提

出
願

い
ま

す
。

 

－　15　－



 

本
日

は
、

こ
れ

を
も
ち

ま
し

て
散

会
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
前

十
時

三
十

九
分
散

会
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